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研究成果の概要（和文）：これまでの研究成果ならびに国内外の動向を踏まえ、わが国の一般市民の子宮移植医
療に対する意向と許容度を再調査した。男女各300名（20～39歳）のアンケート調査結果より、「子宮移植は許
される」とした者が76.4%、「代理母は許される」とした者が68.4%で、子宮移植を許容する意見の方が多数であ
った。子宮移植の臨床適用に対する意見では、積極的意見が40.2%で前回調査と同様であった。一方、「代理
母」を知っている割合は60%以上を占めたが、「子宮移植」は20%前後であり、さらに「子宮移植による出産」を
知っている割合は16.5%にとどまった。今後も情報開示と啓蒙活動の必要性が実感された。

研究成果の概要（英文）：Based on the progressive studies regarding to uterus transplantation (UTx) 
all over the world, the awareness for clinical application of UTx in Japanese general citizens was 
re-surveyed. Through the answers obtained from 300 males and 300 females, UTx could be permitted 
ethically in 76.3% of them whereas surrogacy was in 68.4%. About 40% of the peoples showed positive 
opinions for clinical application of UTx, which was similar to the previous survey performed on June
 2012. On the other hand, the term “UTx” was recognized by only 20% of the participants though 
more than 60% knew “surrogacy”. Moreover, the fact that the first baby was born from the 
transplanted uterus in Sweden was known only by 16.5%. These results suggested that information 
dissemination and public awareness campaign concerning UTx should be performed more widely to the 
general public in Japan.

研究分野：産婦人科学、母性看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 体外受精をはじめとする生殖補助技術 
（assisted reproductive technology；ART）
の発展により、世界ではこれまでに 400万人
以上、わが国においても年間（2012 年）約
3.8万人の ART児が誕生している。このよう
に ART は多くの不妊カップルに福音をもた
らしてきたが、子宮性不妊患者に対しては、
代理懐胎が公的に認められていない本邦に
おいては、挙児は不可能な状況にある。 
 子宮性不妊（uterine factor infertility：UFI）
は、子宮や腟の一部を先天的に欠損する
Mayer-Rokitansky-Küster-Hauser（MRKH）
症候群や、最近急増している若年性子宮悪性
腫瘍（子宮頸癌、体癌）、良性疾患(子宮筋腫、
子宮腺筋症)、産後の大量出血などで子宮摘出
を余議なくされる場合（後天性子宮性不妊症）
が挙げられる。わが国における 20～30 歳代
の子宮性不妊患者は約 6〜7万人と推定され、
これらの患者は諸問題を抱えてきた。 
 
 UFI の ART 治療においては、代理母によ
る代理懐胎・代理出産が適用される。しかし
ながら、この第三者が関わる ART において
は、以下のような種々の問題点が明らかとな
ってきている。（1）法的：親権・養育権、出
生児の権利、（2）社会的：ビジネス化、メデ
ィカル・ツーリズム、（3）倫理的：引き渡し・
引き取り拒否、等が世界各地で発生し、
International Federation of Fertility 
Societies（IFFS）の調査でも、代理懐胎を認
めている国は 38%であり、最近では自国民以
外の対象者は強く制限されてきている。わが
国においても、日本産科婦人科学会の会告
「代理懐胎に関する見解」（2003年 5月）と
して、「2.代理懐胎の是非について 代理懐胎
の実施は認められない」と規制されている。 
 
 動物を用いた子宮移植研究は以前より散
見されてきていたが、大きな広がりを見せた
契機は、2000 年 4 月にサウジアラビアで行
われた子宮移植の臨床実施における不成功
にある。レシピエントは産後出血にて子宮を
摘出された 26歳の女性で、ドナーは 46歳の
両側卵巣嚢腫にて子宮摘出術を施行された
第三者であった。移植手術自体は成功したが、
術後 99 日にて血栓形成による子宮壊死にて
摘出を余儀なくされた。このチームにおいて
は、基礎的検討の不十分さが指摘され、以降、
多くの動物種を用いた研究が開始されるこ
とになった。その結果、小動物、大動物、さ
らには非ヒト霊長類に至るまで、子宮移植の
動物実験が行われ、移植技術、術後管理、免
疫抑制法などに多くの成果が得られてきて
いる。 
 
 上述した基礎的研究成果を踏まえ、海外で
は再び子宮移植の臨床適用が開始された。
2011年 8月にはトルコのグループ（Akdeniz 

University Hospital）が脳死体からの子宮移
植を行ったと報告した。ドナーは交通事故で
亡くなった 22 歳の多臓器提供者で、レシピ
エントは21歳のMRKH症候群患者であった。
2013年 4月には凍結胚-融解移植による妊娠
に成功したが、自然流産に終わった。2 度の
胚移植が行われたが、生児を得られるまでに
は至らなかった。 
 
 同時期の 2012年 9月には、スウェーデン
（Gothenburg University）にて 2例の母子
間の子宮移植が施行された。最終的には 2014
年 1月までに 9例の生体ドナーからの子宮移
植が行われ、レシピエントの 8 例が MRKH
症候群（27〜38 歳）、1 例が子宮頸癌術後患
者（33歳）であった。ドナーは実母が 5例、
叔母・実姉・義母・母の友人が各 1例で、平
均年齢は 53歳（37〜62歳）であり、5名は
閉経後で内 3 名は 5 年以上を経過していた。
ドナーに対する子宮摘出手術の平均時間は
11時間 37分（10時間 17 分〜13時間 8分）、
平均出血量は 920mL（300〜2,400mL）に及
んだ。レシピエントへの移植の平均所要時間
は 4時間 46分（4時間 10分〜5時間 56分）、
平均出血量は 670mL（250〜1,600mL）であ
った。ドナーの術後合併症として膀胱腟瘻が
認められたが修復された。内 2例の移植子宮
は血栓ならびにくり返す子宮内感染により
摘出せざるをえなかった。 
 術後経過において、全例に月経の発来が認
められ、また 5例に拒絶反応がみられたがス
テロイド投与により軽快した。2014 年 3 月
より順次、凍結保存胚が融解移植され、2014
年 9月には最初の出生児が誕生した。本例の
レシピエントは MRKH 症候群で、妊娠 31
週にて妊娠高血圧腎症を発症し、緊急帝王切
開術にて 1,775g の男児を出産している。以
降、現在までに総計 5例の出産が公的に報告
されている（2017年 1月現在）。 
 
 スウェーデンの成功を受け、世界では多く
の国々で子宮移植の臨床適用が計画されて
いる。2015年 9月には Imperial College（イ
ギリス）にて 10 名のレシピエント（18〜36
歳）に対し、死体ドナーを用いた子宮移植の
計画を明らかにした。同様に同年 11月には、
Limoges Hospital（フランス）で 8 名（25
〜35 歳）、Cleveland Clinic（アメリカ）で
10 名（21〜39 歳）のレシピエントに対し、
死体ドナーからの子宮移植の計画を報じた。
さらに 11月 26日には、第 4軍医大学西京医
院（中国）が母娘の生体間の子宮移植手術に
成功したと発表した。2016 年に入り、
Cleveland Clinicが 2月にアメリカ初の子宮
移植術を行ったが、2 週間後に合併症のため
摘出したことを明らかにした。また 9月には
Baylor University Medical Center（アメリ
カ）で 4 例の生体間子宮移植が行われたが、
3 例で不成功に終わったとされている。さら
にドイツ（Tübingen University Hospital）



でも
た。 
 
 2017
植は計
ナーが
症候群が
他は
を余儀なくされた例が
確実な手技とは言い難い。
 
 我々、慶應義塾大学医学部産婦人科、東京
大学医学部附属病院形成外科・美容外科、京
都大学大学院医学研究科人間健康科学系専
攻に所属する
プロジェクトチーム」を立ち上げ、
月よりカニクイザルを用いた自家移植実験
を開始した。その結果、
が成立し、
た。以降も子宮移植の臨床適用に向けて、同
種移植実験等を行ってきている。
 
 さらに実際の臨床応用に際しては倫理社
会的問題の検討が重要と考え、
外部者
設置した。本委員会は産婦人科医のみならず
他科の医師や、助産師・看護師・臨床心理士
という医療関係者のみならず、研究倫理、生
命倫理の専門家、さらには不妊症患者会の代
表者により構成されている。
おける論議を経て、
移植の臨床研究に際しての指針」を公表した。
この指針は日本産科婦人科学会、日本生殖医
学会、日本移植学会からの意見を得るために
送付され、日本産科婦人科学会においては倫
理委員会内に子宮移植に関する小委員会が
設置され検討がなされた。
 
 また、広く社会への情報提供、ならびに議
論の場が必要と考え、日本子宮移植研究会
設立した
Uterus Transplantation
している。
 
 そこで
20-39
ト調査を行った結果、子宮移植に対する期待
と、代理母と同等の実施希望感が認められた。
しかしながら、当時は一般市民にとっては子
宮移植自体に関し未だ不明な点も多く、情報
提供の重要性が推察された。
 
 2013
2014
報告されるに至り、社会的にも臨床的子宮移
植が広く認知されるようになった。また、
我々が立ち上げた日本子宮移植研究会の学
術講演会や市民公開講座においても、多くの
医療関係者や一般人の聴衆が参加する
に変わってきている。

でも 10 月に死体ドナーからの移植が行われ
 

2017 年 1 月までに行われた臨床的子宮移
計 18例で、生体ドナーが
ナーが 3 例であり、レシピエントは
症候群が 16 例（
他は 2例のみである。不成功により子宮摘出
を余儀なくされた例が
確実な手技とは言い難い。

我々、慶應義塾大学医学部産婦人科、東京
大学医学部附属病院形成外科・美容外科、京
都大学大学院医学研究科人間健康科学系専
攻に所属する 6 名は、
プロジェクトチーム」を立ち上げ、
月よりカニクイザルを用いた自家移植実験
始した。その結果、
が成立し、2012
た。以降も子宮移植の臨床適用に向けて、同
種移植実験等を行ってきている。

さらに実際の臨床応用に際しては倫理社
会的問題の検討が重要と考え、
外部者 7名を加えた倫理委員会をチーム内に
設置した。本委員会は産婦人科医のみならず
他科の医師や、助産師・看護師・臨床心理士
という医療関係者のみならず、研究倫理、生
命倫理の専門家、さらには不妊症患者会の代
表者により構成されている。
おける論議を経て、
移植の臨床研究に際しての指針」を公表した。
この指針は日本産科婦人科学会、日本生殖医
学会、日本移植学会からの意見を得るために
送付され、日本産科婦人科学会においては倫
理委員会内に子宮移植に関する小委員会が
設置され検討がなされた。

また、広く社会への情報提供、ならびに議
論の場が必要と考え、日本子宮移植研究会
設立した。また、
Uterus Transplantation
している。 

そこで我々は、
39歳の男女を対象に、
ト調査を行った結果、子宮移植に対する期待
と、代理母と同等の実施希望感が認められた。
しかしながら、当時は一般市民にとっては子
宮移植自体に関し未だ不明な点も多く、情報
提供の重要性が推察された。

2013 年のトルコにおける妊娠成功や、
2014 年にはスウェーデンにおいて出産例の
報告されるに至り、社会的にも臨床的子宮移
植が広く認知されるようになった。また、
我々が立ち上げた日本子宮移植研究会の学
術講演会や市民公開講座においても、多くの
医療関係者や一般人の聴衆が参加する
に変わってきている。

月に死体ドナーからの移植が行われ

月までに行われた臨床的子宮移
生体ドナーが

例であり、レシピエントは
例（89%）とほとんどを占め、

例のみである。不成功により子宮摘出
を余儀なくされた例が 7例（
確実な手技とは言い難い。 

我々、慶應義塾大学医学部産婦人科、東京
大学医学部附属病院形成外科・美容外科、京
都大学大学院医学研究科人間健康科学系専

名は、2008 年に「子宮移植
プロジェクトチーム」を立ち上げ、
月よりカニクイザルを用いた自家移植実験
始した。その結果、6 例目にて自然妊娠

2012 年 3 月には仔を得るに至っ
た。以降も子宮移植の臨床適用に向けて、同
種移植実験等を行ってきている。

さらに実際の臨床応用に際しては倫理社
会的問題の検討が重要と考え、
名を加えた倫理委員会をチーム内に

設置した。本委員会は産婦人科医のみならず
他科の医師や、助産師・看護師・臨床心理士
という医療関係者のみならず、研究倫理、生
命倫理の専門家、さらには不妊症患者会の代
表者により構成されている。
おける論議を経て、2014年 12
移植の臨床研究に際しての指針」を公表した。
この指針は日本産科婦人科学会、日本生殖医
学会、日本移植学会からの意見を得るために
送付され、日本産科婦人科学会においては倫
理委員会内に子宮移植に関する小委員会が
設置され検討がなされた。 

また、広く社会への情報提供、ならびに議
論の場が必要と考え、日本子宮移植研究会

また、International Society for 
Uterus Transplantation（ISUTx

、既にインターネットを介し、
歳の男女を対象に、2012

ト調査を行った結果、子宮移植に対する期待
と、代理母と同等の実施希望感が認められた。
しかしながら、当時は一般市民にとっては子
宮移植自体に関し未だ不明な点も多く、情報
提供の重要性が推察された。

年のトルコにおける妊娠成功や、
年にはスウェーデンにおいて出産例の

報告されるに至り、社会的にも臨床的子宮移
植が広く認知されるようになった。また、
我々が立ち上げた日本子宮移植研究会の学
術講演会や市民公開講座においても、多くの
医療関係者や一般人の聴衆が参加する
に変わってきている。 

月に死体ドナーからの移植が行われ

月までに行われた臨床的子宮移
生体ドナーが 15例、死体ド

例であり、レシピエントは MRKH
）とほとんどを占め、

例のみである。不成功により子宮摘出
例（39%）と、未だ

我々、慶應義塾大学医学部産婦人科、東京
大学医学部附属病院形成外科・美容外科、京
都大学大学院医学研究科人間健康科学系専

年に「子宮移植
プロジェクトチーム」を立ち上げ、2009年
月よりカニクイザルを用いた自家移植実験

例目にて自然妊娠
月には仔を得るに至っ

た。以降も子宮移植の臨床適用に向けて、同
種移植実験等を行ってきている。 

さらに実際の臨床応用に際しては倫理社
会的問題の検討が重要と考え、2012年 9月、
名を加えた倫理委員会をチーム内に

設置した。本委員会は産婦人科医のみならず
他科の医師や、助産師・看護師・臨床心理士
という医療関係者のみならず、研究倫理、生
命倫理の専門家、さらには不妊症患者会の代
表者により構成されている。8 回の委員会に

12月には「子宮
移植の臨床研究に際しての指針」を公表した。
この指針は日本産科婦人科学会、日本生殖医
学会、日本移植学会からの意見を得るために
送付され、日本産科婦人科学会においては倫
理委員会内に子宮移植に関する小委員会が

また、広く社会への情報提供、ならびに議
論の場が必要と考え、日本子宮移植研究会

International Society for 
ISUTx）にも参加

既にインターネットを介し、
2012年にアンケー

ト調査を行った結果、子宮移植に対する期待
と、代理母と同等の実施希望感が認められた。
しかしながら、当時は一般市民にとっては子
宮移植自体に関し未だ不明な点も多く、情報
提供の重要性が推察された。 

年のトルコにおける妊娠成功や、
年にはスウェーデンにおいて出産例の

報告されるに至り、社会的にも臨床的子宮移
植が広く認知されるようになった。また、
我々が立ち上げた日本子宮移植研究会の学
術講演会や市民公開講座においても、多くの
医療関係者や一般人の聴衆が参加する状況

月に死体ドナーからの移植が行われ

月までに行われた臨床的子宮移
例、死体ド

MRKH
）とほとんどを占め、

例のみである。不成功により子宮摘出
）と、未だ

我々、慶應義塾大学医学部産婦人科、東京
大学医学部附属病院形成外科・美容外科、京
都大学大学院医学研究科人間健康科学系専

年に「子宮移植
年 1

月よりカニクイザルを用いた自家移植実験
例目にて自然妊娠
月には仔を得るに至っ

た。以降も子宮移植の臨床適用に向けて、同
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